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Poco a poco …     

二年連続で二次ﾄｰﾅﾒﾝﾄ進出を逃す‼ 

最後は「K’s football style」貫き通す‼ 

二年連続で選手権二次トーナメント進出ならず。代表決定戦 VS 駒場東邦１－２ 

たくさんの応援ありがとうございました‼ 

第 105回選手権予選一次トーナメント代表決定戦

が台風一過の久しぶりの晴天のもと、日本文化大学

NICHIBUN SAKURA FIELD で行われました。相

手はひとつ格上の駒場東邦高校（T5 所属）で、中学

校時代に全国大会に出場（現高一は全国ベスト 4）

し、中高一貫の進学校なので六年間メンバーも変わ

らずにここまで来ているので、チームワークは抜群

です。しかし、15 名の片倉高校も三年間の練習量と

TRM 数では負けていません。インターハイ予選で都

大会に出場した明治学院に勝った勢いで二年ぶりの

選手権二次トーナメント出場を狙います。                             選手権一次トーナメントに挑む                       

代表決定戦は片倉高校のキックオフ。立ち上がりからお互いロングボールで相手の背後を狙う

攻撃が目立ちました。相手チームはトップの⑨のターゲットにボールを入れてそこから左右のワ

イドアタッカーからチャンスを伺うスタイルです。こちらも若干リスクを避けて相手のサッカー

に合わせてしまい、バイタルエリアに侵入するためにショートパスで中央を崩す形ができません

でした。しかし、前半 CK のこぼれ球が縺れたところを押し込んで片倉が先制しました。その後

も、お互いロングボールを多発する展開となりゲームは駒場東邦ペースで進んでいきました。す

ると前半ラストに警戒していたロングスローを一旦はクリアーしましたが、そのボールに反応し

た相手チームの選手がヘディングすると GK の頭の上を越えてゴールイン。アンラッキーな形で

失点してしまい前半は１－１で終了しました。後半もロングボールの攻防が続く中、片倉は流れ

を掴めずに時間は経過し、ゲームは一点勝負となりました。後半の給水タイム後に相手キャプテ

ンにスクランブルからボールを奪われ一瞬の隙からドリブルで密集を勝ち割られると最後は GK

も交わされて失点しこのゲーム初めてリードを奪われます。 

残り時間は 15 分もあり、慌てずにいつものサッカーを展開できれば、

同点・逆転するには十分の時間でしたが、そこは高校生。一度相手に流れ

たリズムを引き戻すことができません。終了間際に訪れた決定的なチャン

スもシュートは大きく外れ、CK や FK のゴール前のこぼれ球も最後まで

押し込めずに結局タイムアップ。残念ながら、二年連続で選手権二次トー

ナメント進出はなりませんでした。 

15 名という少数で挑んだ選手権でしたが、公式戦を平常心でいつも通

りにやることの厳しさを突き付けられました。                              キャプテンも体を張って奮闘                       



たくさんの応援ありがとうございました‼ 

選手権一次トーナメント準決勝と代表決定戦は、地元八王子の NICHIBUN SAKURA FIELD

でのゲームということで、保護者の方や高校の同級生、OB とその保護者、他校の高体連の先生

や合同練習をしてきた生徒たち、体験練習に来ている中学生など、身内だけではなく幅広い方々

がたくさん観戦に訪れてくれました。中でも、片倉高校サッカー部応援団長の森崎さん（森ちゃ

ん）は、この四月より和歌山の実家に帰郷されましたが、子どもたちの選手権を応援するために

休みを取って上京して、二日間子どもたちに熱い気持ちを（今までは声援でしたがこのグランド

は発声ができないので）送ってくれていました。現在、部員は 16 名と少数ですが、毎回子どもた

ちよりも多くの方々が観戦に来られ応援していただけるチームになったのだと実感しています。

その声援がプレッシャーの掛かった公式戦で子どもたちに勇気を与えてくれました。たくさんの

応援、本当にありがとうございました。 

引き続き片倉高校サッカー部への応援を宜しくお願いいたします。 

 

 

 

                      選手権は「K’s football style」らしさを出せずに終了‼残りのリーグ戦に向けて出直す‼                       

＜After the Game＞                       

選手権一次トーナメント代表決定戦は、駒場東邦の勢いに受けに入ってしまい、特に攻撃面で

は長いボールでリスク回避する場面が多く見られ、公式戦というミスが許されないというプレッ

シャーに打ち克つことができずに、残念ながら三年間トレーニングで積み上げてきた成果を出し

切ることができませんでした。53期生最後の選手権はここで終了しましたが、残りのリーグ戦に

向けてトレーニングは再開しています。本番でも、「K’s football style」でゲームの主導権が握れ

るように、残りのリーグ戦は全勝目指して頑張りたいと思います。もう少しだけ、お付き合い

（応援）のほど宜しくお願いいたします。 

また、今大会では、ＯＢ陣が大会運営やチームサポートに駆けつけてくれました。仕事っぷり

は手慣れたものです。本当に感謝です。まさに、K’s Football familia ですね。 

２０２６ 選手権予選一次トーナメント   Sｎａｐ ｐｈｏｔo 


